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(57)【要約】
【課題】蛍光内視鏡システムにおいて病変部位と出血部
位を判別可能な画像を作成する。
【解決手段】前段信号処理回路４１は参照光画像信号お
よび蛍光画像信号を交互に受信する。マトリックス回路
４５は画像信号をＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信
号成分に分解する。ＲＧＢ信号成分をＤＲＡＭ４３に格
納する。参照光画像信号を分解したＲＧＢ信号成分を比
率産出回路４６に送る。比率算出回路４６はＲＧＢ信号
成分に基づいてＧ／ＲとＢ／Ｒとを算出する。判別回路
４７はＧ／ＲとＢ／Ｒとが出血判別領域に含まれるか否
かを判別する。判別回路４７による判別に基づいて、擬
似カラー画像演算回路４８は出血推定領域において擬似
カラー画像を作成する。また、擬似カラー画像演算回路
４８は非出血領域において参照光画像を作成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織に照射すると蛍光を発光させる励起光または参照光が異なるタイミングで照射
されるそれぞれの被写体の光学像に基づいたそれぞれの画像信号を生成する撮像素子から
、前記参照光が照射される時に生成される前記画像信号である参照光画像信号と前記励起
光が照射される時に生成される前記画像信号である蛍光画像信号とを受信する受信部と、
　前記参照光画像信号を形成する色信号成分に基づいて、出血部位と推定される出血推定
領域を、前記撮像素子に撮影された領域である撮像領域内部において特定する色判別部と
、
　前記出血推定領域以外の前記撮影領域である非出血領域のみにおいて、前記蛍光画像信
号に基づく病変部推定画像を作成する画像処理部とを備える
　ことを特徴とする内視鏡プロセッサ。
【請求項２】
　前記色信号はＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号成分であり、
　前記色判別部は、Ｒ信号成分に対するＧ信号成分およびＢ信号成分の信号強度の比であ
るＧ／Ｒ、Ｂ／Ｒを算出し、Ｇ／Ｒが第１の範囲内であって、Ｂ／Ｒが第２の範囲内であ
る領域を前記出血推定領域に特定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項３】
　前記色判別部による前記出血推定領域の特定は、前記蛍光画像信号に相当する蛍光画像
において閾値より輝度が低い領域に対して行なわれることを特徴とする請求項１または請
求項２に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項４】
　前記病変部推定画像は、前記参照光画像信号に基づいて作成されることを特徴とする請
求項１～請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　前記画像処理部は、前記出血推定領域を所定の色に着色することを特徴とする請求項１
～請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項６】
　前記画像処理部は、前記出血推定領域に所定の形態の網掛けをすることを特徴とする請
求項１～請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項７】
　生体組織に照射すると蛍光を発光させる励起光または参照光が異なるタイミングで照射
されるそれぞれの被写体の光学像に基づいたそれぞれの画像信号を生成する撮像素子から
、前記参照光が照射される時に生成される前記画像信号である参照光画像信号と前記励起
光が照射される時に生成される前記画像信号である蛍光画像信号とを受信部に受信させる
駆動部と、
　前記参照光画像信号を形成する色信号に基づいて、出血部位と推定される出血推定領域
を、前記撮像素子に撮影された領域である撮像領域内部において特定する色判別部と、
　前記出血推定領域以外の前記撮影領域である非出血領域のみにおいて、前記蛍光画像信
号に基づく病変部推定画像を作成する画像処理部として内視鏡プロセッサを機能させる
　ことを特徴とする自家蛍光画像表示プログラム。
【請求項８】
　参照光と生体組織に照射すると蛍光を発光させる励起光とを出射する光源ユニットと、
　前記励起光と前記参照光とを異なるタイミングで出射させる光源制御部と、
　前記励起光が被写体に照射されるときの前記被写体の光学像を受光して蛍光画像信号を
生成し、前記参照光が被写体に照射されるときの前記被写体の光学像を受光して参照光画
像信号を生成する撮像素子と、
　前記参照光画像信号を形成する色信号に基づいて、出血部位と推定される出血推定領域
を、前記撮像素子に撮影された領域である撮像領域内部において特定する色判別部と、
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　前記出血推定領域以外の前記撮影領域である非出血領域のみにおいて、前記蛍光画像信
号に基づく病変部推定画像を作成する画像処理部と、
　前記画像処理部に作成された前記病変部含有画像を表示するモニタとを備える
　ことを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自家蛍光を利用した電子内視鏡システムにおいて、病変部の特定に寄与する
画像を作成する内視鏡プロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　紫外線等の特定の波長の光（励起光）を生体組織に照射することにより、生体組織が蛍
光を発する自家蛍光が知られている。また、がん細胞等の病変部位においてはこの蛍光の
光量が低いことが知られている。この性質を利用した電子内視鏡システムが知られている
（特許文献１参照）。
【０００３】
　この電子内視鏡システムでは、白色光等の参照光を照射した時の参照光画像と励起光を
照射した時の自家蛍光画像を比較して、自家蛍光画像では暗く、参照光画像では明るい画
素を抽出する信号処理を行い、この画素を着色した擬似カラー画像を表示することにより
、病変部位の特定を可能としていた。
【０００４】
　自家蛍光画像では病変部位以外にも管腔の奥や凹部などが暗く表示されるため病変部位
との区別が難しく、病変部位の特定が困難であった。そこで、前述のような画素の抽出を
行なって着色した擬似カラー画像の表示により、病変部位と推定される領域の特定が容易
となった。
【０００５】
　ところで、ヘモグロビンは励起光および自家蛍光を強く吸収するため、病変部位と関係
のない出血部位も病変部位と同様に自家蛍光画像では暗く表示され、参照光画像では明る
く表示される。それゆえ、擬似カラー画像ではこのような出血部位も着色されるため、病
変部位と出血部位とを判別することが困難であった。
【特許文献１】特開２００５－４０１８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明では、擬似カラー画像のように自家蛍光画像に基づいて病変部位を
特定させるための画像を、出血部位を表示する領域以外の領域において作成する内視鏡プ
ロセッサの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡プロセッサは、生体組織に照射すると蛍光を発光させる励起光または参
照光が異なるタイミングで照射されるそれぞれの被写体の光学像に基づいたそれぞれの画
像信号を生成する撮像素子から、参照光が照射される時に生成される画像信号である参照
光画像信号と励起光が照射される時に生成される画像信号である蛍光画像信号とを受信す
る受信部と、参照光画像信号を形成する色信号成分に基づいて出血部位と推定される出血
推定領域を撮像素子に撮影された領域である撮像領域内部において特定する色判別部と、
出血推定領域以外の撮影領域である非出血領域のみにおいて蛍光画像信号に基づく病変部
推定画像を作成する画像処理部とを備えることを特徴としている。
【０００８】
　なお、色信号はＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号成分であり、色判別部はＲ信号
成分に対するＧ信号成分およびＢ信号成分の信号強度の比であるＧ／Ｒ、Ｂ／Ｒを算出し



(4) JP 2008-86605 A 2008.4.17

10

20

30

40

50

Ｇ／Ｒが第１の範囲内であってＢ／Ｒが第２の範囲内である領域を前記出血推定領域に特
定することが好ましい。
【０００９】
　また、色判別部による出血推定領域の特定は蛍光画像信号に相当する蛍光画像において
閾値より輝度が低い領域に対して行なわれることが好ましい。
【００１０】
　また、病変部推定画像は参照光画像信号に基づいて作成されることが好ましい。
【００１１】
　また、画像処理部は出血推定領域を所定の色に着色することが好ましい。または、画像
処理部は出血推定領域に所定の形態の網掛けをすることが好ましい。
【００１２】
　本発明の擬似カラー画像作成プログラムは、生体組織に照射すると蛍光を発光させる励
起光または参照光が異なるタイミングで照射されるそれぞれの被写体の光学像に基づいた
それぞれの画像信号を生成する撮像素子から参照光が照射される時に生成される画像信号
である参照光画像信号と励起光が照射される時に生成される画像信号である蛍光画像信号
とを受信部に受信させる駆動部と、参照光画像信号を形成する色信号に基づいて出血部位
と推定される出血推定領域を撮像素子に撮影された領域である撮像領域内部において特定
する色判別部と、出血推定領域以外の撮影領域である非出血領域のみにおいて蛍光画像信
号に基づく病変部推定画像を作成する画像処理部として内視鏡プロセッサを機能させるこ
とを特徴としている。
【００１３】
　本発明の内視鏡システムは、参照光と生体組織に照射すると蛍光を発光させる励起光と
を出射する光源ユニットと、励起光と参照光とを異なるタイミングで出射させる光源制御
部と、励起光が被写体に照射されるときの被写体の光学像を受光して蛍光画像信号を生成
し参照光が被写体に照射されるときの被写体の光学像を受光して参照光画像信号を生成す
る撮像素子と、参照光画像信号を形成する色信号に基づいて出血部位と推定される出血推
定領域を撮像素子に撮影された領域である撮像領域内部において特定する色判別部と、出
血推定領域以外の撮影領域である非出血領域のみにおいて蛍光画像信号に基づく病変部推
定画像を作成する画像処理部と、画像処理部に作成された病変部推定画像を表示するモニ
タとを備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、出血推定領域以外の非出血領域のみにおいて蛍光画像信号に基づく病
変部位を推定するための病変部推定画像の作成が可能となる。したがって、出血部位と病
変部位の判別が容易になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の一実施形態を適用した内視鏡プロセッサを有する内視鏡システムの内
部構成を概略的に示すブロック図である。
【００１６】
　内視鏡システム１０は、内視鏡プロセッサ２０、電子内視鏡５０、およびモニタ６０に
よって構成される。内視鏡プロセッサ２０は、電子内視鏡５０、及びモニタ６０に接続さ
れる。
【００１７】
　内視鏡プロセッサ２０から被写体を照明するための照明光が供給される。照明された被
写体が電子内視鏡５０により撮影される。電子内視鏡５０の撮影により生成する画像信号
が内視鏡プロセッサ２０に送られる。
【００１８】
　内視鏡プロセッサ２０では、電子内視鏡５０から得られた画像信号に対して所定の信号
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処理が施される。所定の信号処理を施した画像信号はビデオ信号としてモニタ６０に送ら
れ、送られたビデオ信号に相当する画像がモニタ６０に表示される。
【００１９】
　内視鏡プロセッサ２０には、光源ユニット３０、画像処理ユニット４０、システムコン
トローラ２１、及びタイミングコントローラ２２等が設けられる。後述するように、光源
ユニット３０は被写体を照明するための照明光を発光する。また、後述するように、画像
処理ユニット４０では画像信号に対して所定の信号処理が施される。
【００２０】
　システムコントローラ２１により内視鏡プロセッサ２０全体の動作が制御される。タイ
ミングコントローラ２２により内視鏡プロセッサ２０の各部位における動作のタイミング
が調整される。
【００２１】
　内視鏡プロセッサ２０と電子内視鏡５０とを接続すると、光源ユニット３０と電子内視
鏡５０に設けられるライトガイド５１とが光学的に接続される。また、内視鏡プロセッサ
２０と電子内視鏡５０とを接続すると、画像処理ユニット４０と電子内視鏡５０に設けら
れる撮像素子５２とが、撮像素子駆動回路２３を介してタイミングコントローラ２２と撮
像素子５２とが電気的に接続され、更にシステムコントローラ２１と電子内視鏡５０に設
けられる操作入力部５３とが電気的に接続される。
【００２２】
　光源ユニット３０は、白色光を発する光源３１、集光レンズ３２、光源フィルタ３３、
光源フィルタ駆動機構３４、およびモータ３５によって構成される。光源３１から照射さ
れる光をライトガイド５１の入射端に導くための光路中に集光レンズ３２が設けられる。
集光レンズ３２により光源３１が発する光が集光され、ライトガイド５１の入射端に入射
される。
【００２３】
　光源フィルタ３３は光源フィルタ駆動機構３４に支持され、光源３１の光路中に挿入お
よび離脱可能である。光源フィルタ３３の光源３１の光路への挿入および離脱は、モータ
３５を駆動することにより実行される。モータ３５の駆動は、システムコントローラ２１
によって制御される。
【００２４】
　なお、光源フィルタ駆動機構３４には位置検出センサ３６が設けられ、光源フィルタ３
３の位置が位置検出センサ３６によって検出される。また、位置検出センサ３６によって
検出される光源フィルタ３３の位置がシステムコントローラ２１に送られる。光源フィル
タ３３の位置に基づいて、システムコントローラ２１によって前述のようにモータ３５の
駆動が制御される。
【００２５】
　なお、光源フィルタ３３は、照射される光の中の赤色光成分を吸収し、青色および緑色
の光成分を透過する部材によって形成される。したがって、光源フィルタ３３を光源３１
の光路中に挿入すると、白色光のうちの青色および緑色の一部光成分または紫外成分であ
る励起光がライトガイド５１の入射端に入射される。一方、光源フィルタ３３を光源３１
の光路から離脱させると、白色光がライトガイド５１の入射端に入射される。
【００２６】
　なお、光源フィルタ３３の光路への挿入または離脱は、電子内視鏡５０に設けられる操
作入力部５３を操作することにより実行される。操作入力部５３への入力に基づいて、シ
ステムコントローラ２１がモータ３５を制御して、光源フィルタ３３の挿入または離脱が
行なわれる。
【００２７】
　なお、内視鏡システム１０には、参照光画像表示モード、自家蛍光画像表示モード、お
よび擬似カラー画像表示モードが設けられる。参照光画像表示モードでは、光源フィルタ
３３が光路から離脱する。自家蛍光画像表示モードでは、光源フィルタ３３が光路に挿入
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される。また、擬似カラー画像表示モードでは、光源フィルタ３３の光路への挿入と離脱
が連続するフィールドに同期して交互に繰返される。
【００２８】
　次に電子内視鏡５０の構成について詳細に説明する。電子内視鏡５０には、ライトガイ
ド５１、撮像素子５２、操作入力部５３、及び励起光カットフィルタ５４等が設けられる
。ライトガイド５１は、内視鏡プロセッサ２０との接続部分から電子内視鏡５０の挿入管
５５の先端まで延設される。
【００２９】
　前述のように光源ユニット３０から出射される参照光または励起光がライトガイド５１
の入射端に入射される。入射端に入射された光は、出射端まで伝達される。ライトガイド
５１の出射端から出射する光が、配光レンズ５６を介して挿入管５５先端付近に照射され
る。
【００３０】
　撮像素子５２は、参照光が連続して照射される間、或いは励起光が連続して照射される
間に少なくとも１フィールドずつの被写体像を撮像するように、撮像素子駆動回路２３に
よって駆動される。なお、撮像素子駆動回路２３の動作はタイミングコントローラ２２に
よって制御される。
【００３１】
　参照光が照射されたときの被写体の反射光による光学像及び励起光が照射されたときの
被写体の蛍光による光学像が、対物レンズ５７によって撮像素子５２の受光面に結像させ
られる。
【００３２】
　なお、励起光照射時は、励起光カットフィルタ５４により対物レンズ５７を介して入射
した光から被写体で反射された励起光成分が除去される。励起光成分が除去されることに
より、被写体である生体組織が発する蛍光成分のみが、撮像素子５２により撮像される。
【００３３】
　撮像動作の実行により、撮像素子５２は画像信号を生成する。したがって、参照光が照
射されたときには、被写体の反射光による光学像に相当する参照光画像信号が生成される
。また、励起光が照射されたときには、生体組織の蛍光による光学像に相当する蛍光画像
信号が生成される。参照光画像信号および蛍光画像信号は画像処理ユニット４０に送られ
る。
【００３４】
　なお、撮像素子５２の受光面には、複数の画素（図示せず）が設けられる。撮像素子５
２の撮像動作の実行により各画素における受光量に応じた画素信号が生成される。画像信
号は、これら複数の画素において生成される画素信号によって構成される。
【００３５】
　各画素は、Ｒフィルタ、Ｇフィルタ、Ｂフィルタ（図示せず）のいずれかのカラーフィ
ルタにより覆われる。各カラーフィルタはベイヤー方式にしたがって配置される。
【００３６】
　各カラーフィルタに覆われた画素において生成される画素信号は、それぞれのカラーフ
ィルタが透過する光成分の受光量に応じた画素信号である。すなわち、Ｒフィルタによっ
て覆われた画素からは赤色光成分の受光量に応じたＲ信号成分が、Ｇフィルタによって覆
われた画素からは緑色光成分の受光量に応じたＧ信号成分が、Ｂフィルタによって覆われ
た画素からは青色光成分の受光量に応じたＢ信号成分が生成され、画像処理ユニット４０
に送られる。
【００３７】
　次に画像処理ユニット４０の構成について説明する。画像処理ユニット４０は、前段信
号処理回路４１、画像処理部４２、ＤＲＡＭ４３、および後段信号処理回路４４などによ
って構成される。
【００３８】
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　前述のＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号成分によって構成される画像信号は、前
段信号処理回路４１に送られる。前段信号処理回路４１において画像信号は、アナログ信
号からデジタル信号に変換される。
【００３９】
　さらに、前段信号処理回路４１において、色補間処理やホワイトバランスなどの所定の
信号処理が施される。各画素に対応する画素信号はＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信
号成分のいずれかであるが、色補間処理により各画素に対応するＲ信号成分、Ｇ信号成分
、およびＢ信号成分が生成される。
【００４０】
　所定の信号処理の施された画像信号は、画像処理部４２に送られる。画像処理部４２に
送られた画像信号はＤＲＡＭ４３に送られ、格納される。参照光画像表示モードまたは自
家蛍光画像表示モードにおいて、ＤＲＡＭ４３に格納された画像信号が画像処理部４２を
介して後段信号処理回路４４に送られる。一方、擬似カラー画像表示モードにおいて、Ｄ
ＲＡＭ４３に格納された画像信号に対して、後述するように擬似カラー画像を作成するた
めの擬似カラー画像処理が施される。擬似カラー画像処理の施された画像信号が後段信号
処理回路４４に送られる。
【００４１】
　後段信号処理回路４４に送られた画像信号に対して、クランプ、ブランキング処理等の
所定の信号処理が施され、またこれらの画像信号はデジタル信号からアナログ信号に変換
される。アナログ信号に変換された画像信号は、モニタ６０に送られる。送られた画像信
号に相当する画像がモニタ６０に表示される。
【００４２】
　次に、画像処理部４２の構成および擬似カラー画像表示モードにおいて画像処理部４２
によって行なわれる擬似カラー画像処理について図２を用いて説明する。図２は、画像処
理部４２の内部構成を示すブロック図である。
【００４３】
　画像処理部４２は、マトリックス回路４５、比率算出回路４６、判別回路４７、擬似カ
ラー画像演算回路４８、およびＲＯＭ４９によって構成される。
【００４４】
　画像処理部４２に送られた画像信号は、マトリックス回路４５に入力される。マトリッ
クス回路４５において画像信号はＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号成分に分解され
る。分解されたＲ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号成分はＤＲＡＭ４３に送られ、格
納される。なお、擬似カラー画像表示モードであって、分解された画像信号が参照光画像
信号であるときには、Ｒ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号が比率算出部４６にも送ら
れる。
【００４５】
　なお、ＤＲＡＭ４３には、参照光画像格納領域と蛍光画像格納領域が設けられ、参照光
画像信号を分解した参照光Ｒ信号成分、参照光Ｇ信号成分、および参照光Ｂ信号成分は参
照光画像格納領域に格納され、蛍光画像信号を分解した蛍光Ｒ信号成分、蛍光Ｇ信号成分
、および蛍光Ｂ信号成分は蛍光画像格納領域に格納される。
【００４６】
　比率算出回路４６において、同一の画素の参照光Ｇ信号成分および参照光Ｂ信号成分が
参照光Ｒ信号成分によって除算され、Ｇ／ＲおよびＢ／Ｒが算出される。算出されたＧ／
ＲおよびＢ／Ｒは判別回路４７に送られる。
【００４７】
　判別回路４７において、Ｇ／ＲおよびＢ／Ｒに基づいて各画素が受光した光学像が出血
推定領域であるか否かの判別が行なわれる。なお、出血推定領域とは、被写体像を撮像し
た撮像領域全体の中で被写体の出血部位を撮像したと考えられる領域である。
【００４８】
　図３に示すように、Ｇ／Ｒを横軸、Ｂ／Ｒを縦軸とするグラフ上において、ｇ１＜Ｇ／
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Ｒ＜ｇ２とする第１の範囲、ｂ１＜Ｂ／Ｒ＜ｂ２とする第２の範囲に囲まれる領域が出血
判別領域として定められている。
【００４９】
　出血部位の光学像に相当する画素信号では、Ｒ信号成分に対するＧ信号成分およびＢ信
号成分の信号強度は相対的に低い。したがって、出血部位におけるＧ／Ｒ、Ｂ／Ｒは１よ
り低い所定の範囲に含まれることが観測される。このように測定結果により前述のｇ１、
ｇ２、ｂ１、ｂ２の値が定められ、ＲＯＭ４９に記憶されている。
【００５０】
　各画素のＧ／Ｒ、Ｂ／Ｒが、それぞれ第１、第２の範囲に含まれるか否かが確認される
。Ｇ／Ｒが第１の範囲に含まれ、かつＢ／Ｒが第２の範囲に含まれるときの画素は、出血
推定領域の画素であると判別される。それ以外の画素、すなわちＧ／ＲおよびＢ／Ｒの少
なくとも一方が第１、第２の範囲外である画素は非出血領域の画素であると判別される。
【００５１】
　出血推定領域の画素または非出血領域の画素であると判別した結果が判別信号として擬
似カラー画像演算回路４８に送られる。また、擬似カラー画像演算回路４８には、ＤＲＡ
Ｍ４３から画像信号が送られる。なお、ＤＲＡＭ４３からは、参照光Ｒ信号成分、参照光
Ｇ信号成分、および参照光Ｂ信号成分と、蛍光Ｒ信号成分、蛍光Ｇ信号成分、および蛍光
Ｂ信号成分とが送られる。
【００５２】
　判別回路４７が出血推定領域の画素であると判別した場合は、蛍光Ｒ信号成分、蛍光Ｇ
信号成分、および蛍光Ｂ信号成分は破棄される。一方、参照光Ｒ信号成分、参照光Ｇ信号
成分、および参照光Ｂ信号成分が後段信号処理回路４４に送られる。すなわち、出血推定
領域の画素であると判別された場合は、参照光画像信号を形成する画素信号が後段信号処
理回路４４に送られる。
【００５３】
　判別回路４７が非出血領域の画素であると判別した場合は、参照光Ｒ信号成分、参照光
Ｇ信号成分、および参照光Ｂ信号成分と、蛍光Ｒ信号成分、蛍光Ｇ信号成分、および蛍光
Ｂ信号成分とに基づいて擬似カラー画像（病変部推定画像）が作成される。
【００５４】
　なお、擬似カラー画像とは、蛍光画像信号に相当する画像である蛍光画像において暗く
表示される領域であって、参照光画像信号に相当する参照光画像において明るく表示され
る領域のみを所定の色で着色した画像である。
【００５５】
　擬似カラー画像は、例えば以下のような処理を行うことにより作成される。先ず、１フ
ィールドの参照光画像信号を形成する画素信号であって、非出血領域のすべての画素の画
素信号の輝度が算出される。さらに、求められた輝度の平均値が算出される。
【００５６】
　同様に１フィールドの蛍光画像信号を形成する画素信号であって、非出血領域のすべて
の画素の画素信号の輝度および輝度の平均値が算出される。両者の平均値を一致させるよ
うに、蛍光画像信号を形成する画素信号の正規化が行なわれる。
【００５７】
　正規化が行なわれた画素信号の輝度信号成分を、参照光画像信号を形成する画素信号の
輝度信号成分によって除すことにより輝度比が算出される。輝度比が所定の閾値と比較さ
れ、所定の閾値より輝度比の小さい画素には、青色などの擬似カラーによって着色した画
素信号が生成され、後段信号処理回路４４に送られる。一方、所定の閾値より輝度比の大
きな画素は参照光画像信号を形成する画素信号が後段信号処理回路４４に送られる。
【００５８】
　後段信号処理回路４４には、出血推定領域の画素の画素信号と非出血領域の画素の画素
信号によって１フレームの画像信号が送られる。このように、出血推定領域の画素の画素
信号と非出血領域の画素の画素信号とによって形成される画像信号は、病変部と推定され
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る領域のみ擬似カラーによって着色された参照光画像に相当する。
【００５９】
　図４に示すような病変部位ＤＰ、病変部の周りの健常部、および出血部位ＢＰを有する
被写体を撮影した場合に、出血推定領域ＢＡ（図５参照）において擬似カラー画像は作成
されず、参照光画像が作成される。一方、病変部位ＢＰおよび健常部の撮影領域（図５に
おける非出血領域ＮＢＡ参照）においては、擬似カラー画像が作成される。その結果、図
６に示すように病変部位ＤＰのみが擬似カラーで着色され、他の領域は通常の参照光画像
となる全体画像が作成される。
【００６０】
　次に擬似カラー表示モードに設定されているときの画像処理ユニット４０において行な
われる擬似カラー画像処理について図７のフローチャートを用いて説明する。
【００６１】
　擬似カラー画像表示モードに切替えられることにより、本実施形態における擬似カラー
画像処理が開始される。まず、ステップＳ１００において、電子内視鏡５０の生成した画
像信号が受信される。次のステップＳ１０１では、前段信号処理回路４１における所定の
信号処理が画像信号に対して施される。
【００６２】
　所定の信号処理を施すとステップＳ１０２に進み、画像信号はＲ信号成分、Ｇ信号成分
、およびＢ信号成分に分解される。Ｒ信号成分、Ｇ信号成分、およびＢ信号成分に分解さ
れると、ステップＳ１０３に進む。
【００６３】
　ステップＳ１０３では、画素毎のＧ／ＲおよびＢ／Ｒが算出される。次のステップＳ１
０４において、Ｇ／ＲおよびＢ／Ｒが出血判別領域（図３参照）の範囲内であるか否かの
判別が行なわれる。すなわち、ｇ１＜Ｇ／Ｒ＜ｇ２かつｂ１＜Ｂ／Ｒ＜ｂ２であるか否か
の判別が行なわれる。
【００６４】
　ステップＳ１０４でＧ／ＲおよびＢ／Ｒが出血判別領域の範囲外にあるときはステップ
Ｓ１０５に進む。ステップＳ１０５では、Ｇ／ＲおよびＢ／Ｒが出血判別領域の範囲外に
ある画素において擬似カラー画像が作成される。
【００６５】
　ステップＳ１０４でＧ／ＲおよびＢ／Ｒが出血判別領域の範囲内にあるときはステップ
Ｓ１０６に進む。ステップＳ１０６では、Ｇ／ＲおよびＢ／Ｒが出血判別領域の範囲内に
ある画素において参照光画像が作成される。
【００６６】
　全画素に対してステップＳ１０５またはステップＳ１０６の処理の終了後、画像処理ユ
ニット４０により行なわれる擬似カラー画像処理は終了する。
【００６７】
　以上のように、本実施形態の内視鏡プロセッサ２０によれば、出血推定領域に関しては
擬似カラー画像が作成されず、非出血領域のみに対して擬似カラー画像が作成されるので
、病変部と推定される領域をより確実に明示することが可能になる。
【００６８】
　なお、本実施形態において、出血推定領域にある画素では参照光画像信号が生成される
構成であるが、擬似カラーと異なる色によって着色される構成であってもよい。または、
出血推定領域にある画素には所定の形態の網掛けによって覆われる構成であってもよい。
【００６９】
　なお、前述のように出血推定領域にある画素を着色、または網掛けを行なう場合には、
撮像領域全体に対して一旦擬似カラー画像を作成してもよい。全体の擬似カラー画像を作
成後に着色または網掛けを行なうのであれば、出血推定領域には蛍光画像信号に関わらな
い画像が表示されるので、本実施形態と同様の効果を得ることが可能である。
【００７０】
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　また、本実施形態において、非出血領域における擬似カラー画像を作成したが、病変部
位を推定し得るいかなる画像を作成してもよい。例えば、自家蛍光画像そのものを表示し
ても、出血部位と区別して病変部位の特定が可能である。ただし、自家蛍光画像では、管
腔部位などと病変部位との区別が困難であるため、本実施形態のように病変部位を他の部
位と区別可能に表示する画像が作成されることが好ましい。
【００７１】
　病変部位を推定し得る画像として、本実施形態では一例の擬似カラー画像が作成される
が、参照光画像において明るく表示され、蛍光画像において暗く表示される画素を着色す
る擬似カラー画像が作成されれば、別の方法により作成される擬似カラー画像であっても
よい。さらには、病変部位と推定される領域が擬似カラーにより着色されなくてもよい。
例えば、病変部位と健常部位との境界が明示される構成であってもよい。
【００７２】
　また、本実施形態において、Ｇ／ＲおよびＢ／Ｒが第１、第２の範囲に含まれるか否か
によって、出血推定領域と非出血領域を判別する構成であるが、他のいかなる方法によっ
て判別しても本実施形態と同様の効果を得ることが可能である。
【００７３】
　また、本実施形態において、全画素に対して出血推定領域であるか非出血領域であるか
の判別が行なわれる構成であるが、蛍光画像信号を形成する画素信号の輝度信号成分が閾
値を下回る画素に対して出血推定領域であるか否かの判断が行なわれればよい。このよう
に、一部の画素に対して出血推定領域であるか否かの判別を行なう構成によれば、出血推
定領域であるか否かの判別のための演算量を減らすことが可能である。
【００７４】
　また、本実施形態を適用した内視鏡プロセッサ２０は、光源ユニットを内蔵する汎用の
内視鏡プロセッサ、または外部の光源ユニットに接続可能な汎用の内視鏡プロセッサに擬
似カラー画像作成プログラムを読込ませて構成することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施形態を適用した内視鏡プロセッサを有する内視鏡システムの内部
構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】画像処理部の内部構成を概略的に示すブロック図である。
【図３】出血判別領域を示すグラフである。
【図４】出血部位と病変部位を含む生体組織の画像を示す。
【図５】図４の生体組織の画像において、参照光画像が作成される領域と擬似カラー画像
が作成される領域を説明するための図である。
【図６】擬似カラー画像処理を施すことにより作成される画像を示す。
【図７】画像処理ユニットにより行なわれる擬似カラー画像処理を説明するためのフロー
チャートである。
【符号の説明】
【００７６】
　１０　内視鏡システム
　２０　内視鏡プロセッサ
　２１　システムコントローラ
　２２　タイミングコントローラ
　２３　撮像素子駆動回路
　３０　光源ユニット
　３１　光源
　３２　集光レンズ
　３３　光源フィルタ
　３４　光源フィルタ駆動機構
　３５　モータ
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　３６　位置検出センサ
　４０　画像処理ユニット
　４１　前段信号処理回路
　４２　画像処理部
　４３　ＤＲＡＭ
　４４　後段信号処理回路
　４５　マトリックス回路
　４６　比率算出回路
　４７　判別回路
　４８　擬似カラー画像演算回路
　４９　ＲＯＭ
　５０　電子内視鏡
　５１　ライトガイド
　５２　撮像素子
　５３　操作入力部
　５４　励起光カットフィルタ
　５５　挿入管
　５６　配光レンズ
　５７　対物レンズ
　６０　モニタ
　ＢＡ　出血推定領域
　ＢＰ　出血部位
　ＤＰ　病変部位
　ＮＢＡ　非出血領域

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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